






































































　職場と住居が近接し、徒歩や自転車にて通勤でき、朝
夕の時間を有効活用できる。身近に文化芸術を感じるこ
とができるなど、ハイセンスな生活を送っている。休日は
気軽に利用できる充実した公共交通により、まちなかを
めぐりショッピングを楽しんでいる。

　集約連携型都市構造を構成する 3つの基本的な区域ごとの、まちづくりのイメージと将来の市民

の生活像（ライフスタイルイメージ）を示します。　
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拠点市街地（都心ゾーン・地域拠点）

■まちづくりの方向性

魅力があふれにぎわう交流拠点

・ 多様な交流を生み出す高次都市機能の集積

・ 良質な都市基盤をいかした質の高い居住環境

■まちづくりのイメージ

■ライフスタイルイメージ（例）

　都市圏の中心である都心ゾーンでは、名古屋駅周辺・伏見・栄地区を中心に、劇場・美術館など、文化や芸術にふ
れあうことができる施設や商業施設が集積し、多くの人が市内外から集うとともに、四間道や白壁など歴史的な
景観や、緑やオープンスペース、公共施設をいかした一体的なにぎわい空間の創出により、訪れて楽しいまちづくり
をすすめます。また、名古屋駅周辺を中心に、MICE施設（展示場や会議場）やイノベーション施設など、この圏域の
産業競争力を後押しする施設の集積をはかるとともに、外国人が安心して働くことができるよう教育や医療といっ
た生活サービスの充実をはかるなど、国際的なビジネス拠点として、国内外から多くのビジネスマンが訪れるまち
づくりをすすめます。
　市内各地の中心である地域拠点では、公共施設などが集積し、周辺住民が多く訪れにぎわいあるまちなみが駅
を中心に広がるなど、快適なまちなかライフを過ごすことができる身近な拠点づくりをすすめます。

　駅直近のマンションライフで通勤が
しやすく、日常生活も住まいの近場で
済ませられる。都心ゾーン並に都市機
能が充実しており、満たされたシティ
ライフを送っている。

▶ 区域ごとのまちづくりのイメージ
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目
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基
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針

3章

最寄り駅まで歩いた上で地下鉄などを利用して通
勤している。帰宅の際には駅に立地するにぎわい施
設などを利用してアフターファイブを満喫してい
る。

日常的な生活は徒歩や自転車で十分。時々、鉄道に
乗って最寄りの地域拠点でちょっとした自分への
ご褒美を買いにお出かけしている。

駅直近のマンションで利便性の高い生活を送った
り、昔からの住宅地において空き家をリノベーショ
ンし、こだわりの住宅ライフを送ったりしている。

最寄り駅にコワーキングスペースなどの働く場や、
カルチャースクールなどの遊びの場、学びの場など
が立地し、職住遊学が近接した生活を送っている。

駅そば市街地

■まちづくりの方向性

快適で利便性の高い居住環境

・ 公共交通網を軸とした、歩いて暮らせる快適な居住環境 

・ 既存ストックの有効活用や更新による現状の人口水準の維持 

■まちづくりのイメージ

■ライフスタイルイメージ（例）

　食品スーパーや病院など日常生活の中で利用することが多い施設が充実するとともに、拠点的な公共施設など
の多くの市民が利用する施設が立地し、利便性が高く快適なまちづくりをすすめます。
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最寄りの駅までバスや自転車
等を利用して職場へ通勤した
り、休日は自家用車で買い物
に出かけたりしている。

休日は、近隣の家庭菜園で野
菜を収穫したり、緑が広がる町
並みを通って公園まで散歩し
たりしている。

空き家をリフォームした戸建て
住宅で、子どもがいる家庭が
広々とした環境で満足した生
活を送っている。

郊外市街地

■まちづくりの方向性

「ゆとり」と「うるおい」のある居住環境

・ 空間的な「ゆとり」と自然豊かな「うるおい」のある居住環境 

・ 人口減少がすすむ中でも良質で持続的な居住環境の維持

■まちづくりのイメージ

■ライフスタイルイメージ（例）

空間的にゆとりのある住環境の維持向上をはかるとともに、緑の保全をはかり、ゆとりやうるおいのあるまちづく
りをすすめます。
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